
永
青
文
庫
本

「
い
さ
よ
ひ
の
日
記
」

一
は
じ
め
に

元
来
、
文
字
（
仮
名
）
は
音
韻
を
う
っ
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
音

韻
史
と
そ
の
表
記
の
歴
史
を
な
が
め
て
み
る
と
、
「
い
ろ
は
歌
」
の

時
代
ま
で
は
、
一
応
そ
の
対
応
が
厳
密
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
以
後
は
厳
密
な
対
応
は
崩
れ
て
い
る
。

そ
の
と
ろ
の
音
韻
の
概
要
を
み
る
と
、
音
韻
の
種
類
で
は
、
平
安

時
代
に
入
っ
て
「
コ
」
の
甲
乙
の
区
別
が
な
く
な
り
．
上
代
特
殊
か

な
づ
か
い
に
現
れ
た
甲
乙
の
区
別
が
消
え
て
か
ら
も
、
し
ば
ら
く
ア

行
の
「
エ
」
（
衣
・
愛
・
複
）
と
ヤ
行
の
「
エ
」
（
江
・
枝
）
と
は

別
の
音
と
し
て
区
別
さ
れ
た
。
そ
れ
は
「
あ
め
っ
ち
の
詞
」
の
四
八

音
で
知
る
ζ

と
が
で
き
る
ω

し
か
し
四
八
音
の
時
代
は
比
較
的
短
く

貞
観
か
ら
天
暦
ご
ろ
（
ほ
ぽ
八
六

O
l
l
九
五

O
）
に
か
け
て
の

一
0
0
年
間
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
“
そ
し
て
次
い
で
「
衣
」
と

「
江
－
が
混
同
し
て
清
音
四
七
音
の
時
代
に
な
る
が
‘
そ
の
時
期
を

代
表
す
る
資
料
が
「
い
ろ
は
歌
」
で
あ
る

a

と
の
時
期
も
比
較
的
短

く
、
長
保
（
一

0
0
0
）
ご
ろ
か
ら
．
ア
行
の
「
オ
」
と
ワ
行
の
「
ヲ
」

と
が
混
同
し
て
、
更
に
一
音
が
減
じ
て
四
六
音
と
な
る
が
．
と
ζ

に

の
表
記
序
説

1工

正

弘

口

至
っ
て
表
記
で
は
「
お
一
と
「
を
」
の
区
別
が
困
難
と
な
る
と
と
に

な
る

u
一
方
音
韻
法
則
の
面
で
ハ
行
転
呼
音
と
呼
ば
れ
る
現
象
が
現
れ
る
。

と
れ
は
語
中
語
尾
の
ハ
行
音
が
ワ
行
音
と
な
る
現
象
で
あ
る
。
例
え

ば
「
う
る
は
し
」
を
「
ウ
ル
ワ
シ
」
と
発
音
す
る
現
象
で
、
乙
の
現

象
は
「
う
る
わ
し
」
と
い
う
語
K
限
っ
て
は
平
安
時
代
初
期
か
ら
の
よ

う
で
あ
る
が
、
と
の
現
象
が
一
般
化
す
る
の
は
、
平
安
時
代
中
期
か

ら
で
あ
る
。

右
の
「
お
一
「
を
一
の
混
同
や
、
語
中
語
尾
の
ハ
・
ワ
行
音
の
混

同
は
、
表
記
の
面
で
．
ど
う
書
く
べ
き
か
の
問
題
意
識
を
ひ
き
お
ζ

し
．
や
が
て
仮
名
づ
か
い
の
問
題
と
な
る
の
は
、
藤
原
定
家
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
る

u

定
家
は
そ
の
箸
「
下
官
集
」
の
「
嫌
文
字
事
」
の

項
で
「
を
」
と
「
お
」
・
「
ぇ
一
「
へ
」
「
ゑ
」
、
「
ひ
」
「
ゐ
」

「
い
」
の
八
項
目
に
つ
い
て
用
い
る
べ
き
仮
名
を
示
し
て
い
る
が
‘

そ
の
基
準
は
「
を
」
と
「
お
一
は
当
時
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
り
．
「
を
」

は
上
世
間
、
「
お
」
は
平
声
の
表
記
に
用
い
．
「
え
」
「
へ
」
「
ゑ
－

以
下
は
、
す
で
に
音
韻
変
化
し
て
仮
名
の
用
法
が
混
同
し
て
し
ま
っ
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た
平
安
時
代
後
半
期
の
文
献
を
基
準
に
定
め
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て

h
a庄
司
）

レ
る

t

定
家
は
下
官
集
で
「
他
人
擁
不
然
文
先
達
強
無
此
事
只
愚
意
分
別

之
極
僻
事
也
親
疎
老
少
一
人
無
同
心
之
人
尤
可
謂
道
理
」
と
述
べ
て
、

と
の
方
式
は
誰
も
用
い
て
い
な
い
。
先
達
に
も
と
の
事
を
説
く
者
は

な
い
。
全
く
自
分
一
人
の
は
な
は
だ
し
い
僻
事
で
あ
る
と
し
て
い
る
一

が
、
そ
の
後
定
家
の
仮
名
づ
か
い
は
行
阿
に
よ
っ
て
増
補
さ
れ
．
次

第
に
広
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

僧
成
俊
が
文
和
二
年
（
一
三
五
三
）
に
万
葉
集
を
書
写
し
．
そ
の

政
文
に
「
抑
於
和
字
音
義
従
京
極
黄
門
之
以
降
尋
八
雲
之
跡
之
輩
高

卑
伺
其
趣
者
欺
－
の
天
下
大
底
守
彼
式
而
異
之
族
一
人
無
之
」
と
記

し
て
い
る
。
当
時
．
歌
道
に
か
か
わ
る
も
の
は
．
定
家
仮
名
づ
か
い

を
守
り
、

ζ
れ
に
反
す
る
者
は
な
か
っ
た
と
記
し
て
い
る
が
、
果
じ

て
当
時
の
写
本
は
ど
う
で
あ
る
か
。
中
世
の
写
本
の
表
記
（
仮
名
づ

か
い
）
に
つ
い
て
は
、
大
野
晋
博
士
の
定
家
筆
本
の
調
査
を
は
じ

め
数
氏
の
調
査
が
発
表
さ
れ
て
い
る
が
．
広
く
他
の
写
本
に
つ
い
て

の
調
査
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。

ζ
ζ

で
調
査
の
対
象
と
し
た
永
青
文
庫
本
「
い
き
よ
ひ
の
日
記
」
は
、

細
川
家
に
伝
わ
り
現
在
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る

写
本
で
．
十
六
夜
日
記
の
伝
本
中
、
書
写
者
－
書
写
年
代
が
明
記
さ

れ
た
善
本
で
あ
る

u

十
六
夜
日
記
成
立
後
ど
の
よ
う
な
書
写
経
過
を

経
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
奥
書
に

此
粛
之
記
始
而
一
覧
之
次
則
借
請
書
写
詑
」
是
所
一
雇
一
兼
如
法
師
之

筆
也
遂
勘
校
之
後
以
」
他
本
重
而
読
合
之
者
也

慶
長
第
三
暦
孟
冬
廿
九
日

幽
斎
聖
玄
旨
（
花
押
）

と
あ
る
。
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
に
細
川
幽
斎
が
兼
如
に
書
写

3

せ
た
も
の
で
あ
る
。
幽
斎
は
三
条
西
実
校
に
古
今
伝
授
を
う
け
．
近

世
歌
学
の
祖
と
称
さ
れ
た
人
で
、
名
は
藤
孝
、
剃
髪
し
て
幽
斎
玄
旨

と
号
し
た
人
で
あ
る
。

兼
如
は
連
歌
師
兼
裁
の
末
葉
で
‘

兼
載
l
兼
純
l
長
珊
l
宗
悦
l
兼
如
と
続
く
猪
苗
代
兼
如
で
あ
る
。

兼
如
の
筆
で
管
見
に
入
っ
た
も
の
は
．
酒
井
家
旧
蔵
の
兼
載
筆
「
百

人
一
首
」
の
奥
書
に
兼
如
が
「
此
百
人
一
首
者
、
兼
載
筆
跡
無
疑
候

欺
云
々
」
と
記
し
「
慶
長
十
一
暦
初
冬
上
滑
是
斎
兼
如
」
と
記
し

た
も
の
が
あ
る
。

書
写
し
た
兼
如
．
書
写
さ
せ
た
幽
斎
と
も
に
和
歌
の
道
で
名
を
留

め
た
人
々
で
あ
る
と
と
、
さ
ら
に
作
品
は
定
家
に
と
っ
て
は
嫁
の
位

置
に
あ
り
、
源
氏
物
語
な
ど
も
書
写
し
た
ζ

と
の
あ
る
阿
仏
の
作
品

「
い
き
よ
ひ
日
記
」
で
あ
る
。

ζ

の
本
の
表
記
が
ど
う
で
あ
る
か
と

い
う
ζ
と
は
、
当
時
の
ζ

の
世
界
の
人
々
の
表
記
、
仮
名
づ
か
い
を

知
る
と
と
で
あ
り
、
国
語
史
上
調
査
す
る
だ
け
の
意
義
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
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二
漢
字
と
仮
名
の
表
記
か
ら

ま
ず
総
体
的
な
字
数
か
ら
述
べ
る
と
、
永
青
文
庫
本
「
い
き
よ
ひ
の

日
記
」
は
奥
書
を
除
い
て
延
べ
字
数
一
一
、
六

O
六
字
．
う
ち
漢
字

延
べ
字
数
一
、
七
四
三
字
で
．
漢
字
の
全
体
の
字
数
に
対
す
る
比
率

は
一
五
%
、
仮
名
が
八
五
%
で
あ
る
。
当
時
の
仮
名
文
学
作
品
の
表

記
の
一
例
と
し
て
．
仮
名
と
漢
字
の
比
率
は
八
五
対
一
五
の
比
率
と



知
る
と
と
が
で
き
る
。

と
と
ろ
で
漢
字
表
記
を
更
に
細
か
に
考
察
す
る
と
、
字
音
語
六
五

語
で
、
二
二
七
字
、
字
訓
語
の
場
合
は
例
え
ば
「
く
ち
葉
」
「
あ
り
明
」

の
よ
う
に
一
部
だ
け
が
漢
字
表
記
の
も
の
が
あ
る
の
で
、
語
単
位
で

正
確
に
は
示
し
難
い
が
大
体
異
な
り
語
数
で
三

O
O
語
余
り
で
、
延

べ
一
．
五
一
六
字
で
あ
る
。

ζ

の
漢
字
表
記
の
字
数
を
音
よ
み
の
字

数
、
訓
よ
み
の
字
数
と
し
て
、
そ
の
比
率
を
示
す
と
．
一
三
対
八
七

で
、
大
部
分
は
訓
よ
み
す
な
わ
ち
和
語
の
表
記
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

今
訓
よ
み
の
漢
字
表
記
を
、
使
用
回
数
の
多
い
順
に
示
す
と
次
の

よ
う
に
怠
る
。
頭
童
日
の
数
字
は
使
用
回
数
で
あ
る
（
但
し
奥
書
は
除
く
）

同

人

間

山

側

見

側

歌

仰

心

・

又

聞

所

・

程

側

御

間

給

問

月

同

世

同

此

間

川

帥

思

・

事

・

浪

M
M
其

凶
行
日
出
・
候
・
空
・
旅
・
猶
・
日
・
身
問
跡
・
君
・
子
・

文
・
水
叫
哀
・
枕
・
都
帥
神
・
草
・
成
・
道
・
昔
例
浦
・

袖
・
夢
・
夜
帥
返
事
・
立
・
也
・
雪
的
明
・
入
・
打
・
暮
・

鳥
・
中
・
一
・
人
々
・
舟
同
有
・
海
・
風
・
木
・
聞
・
国
・
雲
・

奉
・
名
・
野
・
春
・
申
・
物

ω雨
・
今
・
音
・
河
・
詞
・
恋
・
里
・
旅
衣
・
年
・
残
・
後
・
二
－

宮ω有
明
・
命
・
岩
・
霧
・
時
雨
・
忍
・
旅
人
・
共
・
波
・
花
・
松
・

宿
・
我
・
井

ω磯
・
家
・
浦
風
・
影
・
万
・
返
・
煙
・
比
・
衣
・
塩
・
霜
・
捨
・

玉
・
契
・
千
鳥
・
露
・
手
習
・
遠
・
情
・
中
山
・
夏
・
法
・
野
中
・

橋
・
時
鳥
・
タ
・
代

ω暁
・
秋
・
嵐
・
色
・
梅
・
卯
月
・
浦
路
・
枝
・
岡
・
貝
・
書
・

数
・
神
無
月
・
清
見
・
朽
・
雲
井
・
木
・
心
地
・
坂
・
郷
・
清
水
・

四
・
過
・
硯
・
竹
・
絶
・
父
・
付
・
月
影
・
手
－
一
円
・
時
・
友
・

殿
・
涙
・
何
・
似
・
初
音
・
浜
・
日
比
・
松
風
・
一
二
・
女
・
目
・

尾
・
八
・
世
々
・
四
・
分
・
居

ω明
石
・
朝
・
朝
夕
・
浅
・
朝
臣
・
東
路
・
雨
風
・
石
・
板
・
徒
・

五
・
岩
戸
・
家
々
・
鵜
・
驚
・
打
過
・
浦
波
・
浦
人
・
浦
山
風
・

恨
・
置
・
送
・
大
・
大
井
川
・
大
方
・
大
宮
・
鏡
・
霞
・
川
風
・

河
音
・
帰
・
返
々
・
樫
・
哉
・
亀
・
北
白
河
・
消
・
清
見
関
・
葛

原
・
車
・
麦
・
木
葉
・
駒
・
是
・
声
・
先
・
里
人
・
五
月
・
更
・

嶋
・
白
波
・
洲
・
洲
崎
・
末
・
関
・
関
屋
・
初
・
谷
・
谷
川
・
妙
・

種
・
千
・
便
・
堤
・
床
・
所
々
・
年
月
・
飛
・
灯
・
隣
・
取
・
鳴
・

中
々
・
歎
・
夏
衣
・
波
風
・
浪
間
・
何
事
・
錦
・
庭
・
軒
・
野
路
・
一

驚
・
計
・
廿
日
・
浜
路
・
浜
千
鳥
・
原
・
晴
・
春
夏
・
光
・
引
火
・
日

人
目
・
姫
宮
・
経
・
臥
・
二
声
・
筆
・
藤
河
・
箆
・
丈
麗
・
冬
・
一

降
・
外
・
仏
・
郭
公
・
間
・
政
・
参
・
三
冬
・
一
二
嶋
・
樹
子
・
制

法
・
水
田
・
峯
・
三
代
・
三
井
寺
・
都
人
・
虫
・
藻
・
紅
葉
・
森
・

社
・
八
橋
・
八
嶋
・
八
千
代
・
山
陰
・
山
寺
・
山
郭
公
・
湯
坂
・

夕
日
・
代
々
・
世
中
・
四
万
・
蓬
・
別
・
忘
・
位
・
忘
貝
・
渡
・

絵
・
湾
近
・
女
子
・
小
枕

使
用
度
数
の
多
い
湾
字
は
、
い
わ
ば
常
用
漢
字
的
性
格
の
も
の
と

考
え
る
ζ

と
が
で
き
よ
う
。
例
え
ば
「
ひ
と
」
と
い
う
語
は
底
本
に

日
回
用
い
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
う
ち
「
人
」
の
漢
字
表
記
は
叫
回
、

r
D
 

す
な
わ
ち
「
ひ
と
」
に
関
し
て
は
虹
%
は
漢
字
が
あ
て
ら
れ
て
い
る

と
と
に
な
る
υ
ζ

の
よ
う
に
そ
の
語
の
全
体
の
回
数
に
対
し
．
漢
字

が
あ
て
ら
れ
て
い
る
比
率
を
漢
字
充
当
率
と
し
て
上
位
一

O
字
程
度



中
将

ω・
勅

ω・
勅
撰

ω・
天
り
う

ω・
日
記

ω・
廿
一
ケ
条

ω・

女
院

ω・
富
士

ω・
不
破

ω・
明
神

ω・
民
部
卿

ω・
律
師

ω・

院

ω・
十
六
日

ω・
十
七
日

ω・
十
八
日

ω・
十
九
日

ω・
廿
一

日

ω・
廿
二
日

ω・
廿
三
日

ω・
廿
四
日

ω・
廿
五
日

ω・
廿
六

日

ω・
廿
七
日

ω・
廿
八
日

ω・
廿
九
日

ω・
八
月

ω

漢
字
表
記
の
字
音
語
は
官
名
・
人
名
な
ど
の
個
有
名
調
や
日
付
や
数

に
関
す
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。

ま
た
‘
字
音
語
を
仮
名
書
き
し
た
も
の
が
．
次
の
こ
一
例
だ
け
あ

る
。
け
内
の
数
字
は
回
数
を
示
す
。

い
ん
（
院
）

ω・
く
は
と
く
も
ん

ω・
と
う
（
国
府
）

ω・
さ
う

し
（
草
子
）

ω・
し
き
か
む
も
ん
ゐ
ん
（
式
乾
門
院
）

ω・
し
ゃ

う
（
庄
・
荘
）

ω・
し
ゃ
う
し
（
障
子
－

ω・
し
ゅ
く
（
宿
）

ω・

そ
せ
う
（
訴
訟
｝

ω・
て
ん
（
点
）

ω・
ひ
ほ
う
（
非
法
）

ω・

ひ
ゃ
う
て
う
（
評
定
）

ω・
ひ
ん
き
（
便
宜
）

ω・
ふ
し
（
富
士
）

ω・
ほ
く
ゑ
き
ゃ
う
（
法
華
経
）

ω・
天
り
う
（
龍
）

ω・
れ
い

（例）

ω

「
院
一
は
歴
史
的
表
記
は
「
ゐ
ん
」
で
あ
る
が
‘
底
本
に
は
「
い

ん
」
「
ゐ
ん
」
と
二
つ
の
表
記
が
あ
る
。
「
く
は
と
く
も
ん
」
は
、

他
本
の
例
か
ら
み
て
、
「
和
徳
門
院
」
を
い
う
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

「
と
」
は
「
と
」
の
誤
り
で
「
く
わ
と
く
も
ん
」
と
で
も
あ
る
べ
き

入
道
大
納
言

ω・
権
中
納
言

ω・
五
十
首

ω・
左
右

ω・
西
行

ω・
と
と
ろ
で
あ
ろ
う
。
「
和
」
の
字
音
「
ク
ワ
」
を
「
く
は
」
と
記
し

斎
宮

ω・
宰
相

ω・
一
一
一
十
首

ω・
三
位
入
道

ω・
志
賀

ω・
侍
従
し
た
の
も
考
え
ら
れ
る
。
「
乙
う
」
は
「
国
府
」
の
「
ζ

く
ふ
」
↓

例
・
集

ω・
十
五
瀬

ω・
十
八
首

ω・
十
六

ω・
宿

ω・
序

ω・
「
と
ふ
」
と
な
っ
た
も
の
が
、
ハ
行
転
呼
音
K
よ
り
寸
ζ

う
」
と
な

続
後
援

ω・
新
勅
提

ω・
新
中
納
言

ω・
前
司

ω・
僧
正

ω・
題
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
右
に
掲
げ
た
字
音
需
の
仮
名
表
記
の

ω・
大
夫

ω・
大
政
大
臣

ω・
地
頭

ω・
忠
臣

ω・
中
納
言

ω・
う
ち
、
一

O
例
を
あ
げ
て
、
歴
史
的
か
な
づ
か
い
に
よ
る
表
記
と
、

示
す
と
表
ー
の
よ
う
に
な
る

u

「
歌
・
文
・
給
・
月
」
と
い
う
語
は

す
べ
て
漢
字
K
よ
っ
て
表
記
怠
れ
．
又
「
人
・
山
・
所
・
御
」
な
ど

は
殆
ど
漢
字
に
よ
り
表
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
と
と
が
で
き
よ
う
。

一
方
．
漢
字
表
記
の
字
音
語
は
．
語
数
六
五
、
字
数
に
し
て

二
二
七
字
で
あ
る
が
．
そ
れ
を
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
．
け
内

は
延
べ
語
数
（
回
数
）
で
あ
る
噛

安
嘉
門
院

ω・
伊
豆

ω・
右
兵
衛

ω・
経

ω・
行
幸

ω・
京
極
中

納
言
定
家

ω・
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成

ω・
賢
王

ω・
古
今

ω・
故

漢字充当表

漢字 全回数
漢字表

充当率%
記回数

人 59 54 91.5 

山 4 1 37 9 0.2 

見 56 36 64.3 

歌 30 30 100.0 

心 4 1 29 7 0.7 

又 29 29 10 0.0 

所 28 27 9 6.4 

程 3 7 27 7 3.0 

御 29 26 8 9.7 

給 25 25 100.0 

月 22 22 100.0 

表 1
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表
2 

（前）は前田本（黒）は黒H本の略称

法 評 非 訴 障 式 草 漢
華 宿 庄 乾 院
経 定 法 軍＂＂＂司k 子 r~ 子 字

ほ ひ ひ そ し し し し ~ ゐい 底

ゑく や や
き 本

つ 』ま せ ゆ や
か

ヲ の
き

ゃう
て う

記表
ヲ つ う く し ヲ し んん

ほ ひ ひ そ し し し し さ ゐ 歴

け し や
き 史

き lま ゆ や

んl 
つ 的

や よ フ 表

つ ふ う く じ つ し ん 記

ホ法 ヒ ヒヒ ソ 三ノ 三、ノ シ シ サ 井 色

~ツi華寺 ヤ ホホ Lノ ク ヤ ヤ ヨ ウ ン
葉

ウ ウフ ヨ ウ ウ ク シ

シホ チ ウ シ ケ 字，胸、，個、、

魯Zヤ 黒前
：／ 

ウ
、』J、、J

向
類

::..- 抄

R 

色
葉
字
類
抄
の
表
記
を
示
す
と
表
2
の
よ
う
に
な
る
。
「
非
法
」
を

「
ひ
ほ
う
」
と
す
る
表
記
は
、
歴
史
的
表
記
や
前
田
本
色
葉
字
額
抄

が
「
ヒ
ホ
フ
」
と
す
る
が
、
漢
字
音
の
ζ

の
よ
う
な
唇
内
入
声
音
は
、

底
本
の
頃
は
す
で
に
「
フ

l
ウ
」
と
な
っ
て
い
た
と
恩
わ
れ
、
表
記

も
「
ほ
う
」
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
法
華
経
」

の
「
〈
ゑ
」
は
お
そ
ら
く
勘
音
「
ク
ヱ
」
の
表
記
と
思
わ
れ
る
が
、

ま
だ
直
音
「
け
」
の
表
記
で
な
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。

「
サ
ウ

l
ソ
ウ
」
・
「
シ
ャ
ウ
！
シ
ョ
ウ
」
・
「
ツ
ャ
ウ
｜
ヂ
ャ

ウ
」
の
区
別
、
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
開
合
の
別
や
、
「
じ
ぢ
」

の
別
は
正
確
に
表
記
さ
れ
て
い
る
と
言
う
と
と
が
で
き
る
。
た
だ
そ

の
中
で
も
「
せ
う
ー
し
よ
う
」
「
で
う
｜
ぢ
ょ
う
」
で
は
歴
史
的
表

記
と
異
な
る
も
の
が
あ
る
事
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
仮
名
づ
か
い
の
統
一
が
み
ら
れ
る
か

表
記
陀
仮
名
遣
い
の
意
識
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
仮
名
表
記
に

統
一
が
み
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
み
る
と
と
が
で
き
る
。
今
、
「
お
」

ま
た
は
「
を
」
を
含
む
語
を
す
べ
て
抜
き
出
し
て
、
そ
の
傾
向
を
調

査
し
て
み
よ
ろ
（
従
っ
て
漢
字
表
記
の
も
の
は
除
く
〉

ω
暦
史
的
仮
名
遣
い
が
「
お
」
で
、
底
本
の
表
記
も
「
お
」
で
あ

る
も
の
。

E
U
 

E
U
 

お
き
つ
の
は
ま

I
T
・
お
き
ゐ
る
3
一3
・
お
く
（
奥
）
3
一
3
・
お

く
（
起
）

1
T
・
お
く
が
き
（
奥
書
）

1
T
・
お
と
な
ふ

1
T
・

お
乙
る
（
発
〉

1
T
・
そ
ら
お
そ
ろ
し

1
T
・
も
の
お
そ
ろ
し

1
T
・
お
つ
（
落
）

1
T
・
お
と
う
と
3
す
・
お
と
と
い
（
姉
妹
）

1
T
・
お
と
な
し
2
一2・
お
ど
ろ
く

1
T
・
お
な
じ
日
百
・
お
に

神

1
T
・
お
は
す
3
一
3
・
お
ほ
か
た

1
T
・
お
ほ
し
叩
一
叩
・
お
ぼ

し
（
覚
）

1
T
・
お
ぼ
し
め
す
（
思
召
）

1
T
・
お
ほ
す
（
生
）

1
T
・
お
ぽ
．
す
（
思
）

1
T
・
お
ぼ
つ
か
な
さ

5τ
・
お
ぼ
つ
か

な
し
2
一2・
お
ぽ
ゆ

5τ
・
お
ぼ
ろ
な
り

1
T
・
お
ほ
井
川

1
T
・

お
も
（
面
）

1
T
・
お
も
か
げ

5τ
・
お
も
し
ろ
し
4
一4
・
お
も

ひ
1
T
・
お
も
ふ
回
一
印
・
お
や

4τ
・
お
や
と

1
T
・
お
り
た
つ



1

－1・
お
ろ
す

1
T
・
む
す
び
お
く
］
一
2

（
以
上
異
な
り
語
数
訂
・
延
べ
語
数
ぽ
）

右
の
語
は
歴
史
的
仮
名
遣
い
で
「
お
」
表
記
の
も
の
が
、
底
本
で

も
「
お
」
の
も
の
の
数
を
分
数
形
式
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
数
字

は
分
母
の
項
が
そ
の
語
の
延
べ
語
数
、
分
子
の
項
が
そ
う
表
記
し
た

数
で
あ
る
。
例
え
ば
「
お
く
（
奥
）
」

i
3
で
は
、
と
の
語
が
三
回
用

い
ら
れ
、
一
二
固
と
も
「
お
く
」
の
表
記
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
奥
」
を

「
を
く
」
と
表
記
し
た
例
は
な
い
と
い
う
ζ

と
で
あ
る
。
と
う
し
て

み
る
と
歴
史
的
仮
名
遣
い
「
お
」
で
、
底
本
も
「
お
」
で
表
記
さ
れ

て
い
る
需
の
中
に
は
、
同
じ
語
を
「
お
」
ま
た
は
「
を
」
と
表
記
上

ω
「
ゆ
れ
」
が
あ
る
も
の
は
最
後
の
「
む
す
び
お
く
」
ー
す
た
だ
一

例
で
、
他
の
語

K
は
全
く
表
記
上
の
混
乱
は
な
い
と
い
え
る
。

川w
－
歴
史
的
表
記
「
を
」
を
底
本
「
お
」
と
表
記
し
た
も
の

お
か
し

4
7
・
お
と
が
ま
し

1
T
・
お
き
な
し

1
T
・
お
さ
ま
る

1
T
・
お
注
む

1
T
・
お
し
（
惜
）

1
T
・
お
の

ζ
C
I
T
－
お

は
り
（
尾
張
）

1
7
・
お
り
（
折
）

1
T
・
お
り
（
折
）
か
ら

1
T
・
お
り
（
折
）
し
も
2
一2

（
以
上
異
な
り

n語
、
延
べ
路
軍
咽
）

と
の
項

K
は
表
記
の
ゆ
れ
は
な
い
。

ω
層
処
由
人
的
表
記
「
お
」
を
、
底
本
が
「
を
」
と
表
記
し
た
も
の
。

を
く
（
置
）

1
了
・
お
も
ひ
を
く

2
一2
・
か
き
を
く
2

一2
・
し

る
し
を
く

1
τ

・
ち
ぎ
り
を
く

1
T
・
と
ど
め
を
く

1
7
・
申
を

く
1
寸
・
ま
い
ら
せ
を
く

1
T
・
削
引
例
制
り
』
引
・
を
く
る

（送）

3

一3
・
を
く
る
（
後
）

1
T
・
を

ζ
す
（
遣
）

1
T
・
お

し
は
か
る

I
T
・
を
と
（
音
）

1
T
・
を
と
づ
る
2

一2
・
を
と
づ

れ
3

一3
・
を
の
づ
か
ら

1
T
・
を
よ
ぷ

4

一4
（
異
な
り

m語
、
延

べ
却
語
）

川
町
田
暗
史
的
表
記
「
を
」
を
、
底
本
も
「
を
」
と
表
記
し
た
も
の

を
し
ふ

1
7
・
を
ち
（
遠
）

2
一2
・
を
の
（
小
野
）

1
T
・
を
舟

1
T
（
異
な
り
4
・
延
べ

5
語）

山
間
隔
腔
由
史
的
表
記
「
ほ
」
を
、
底
本
が
「
を
」
と
表
記
し
た
も
の

と
を
き
か
り
は
つ

1
寸
・
と
を
し
8

一8
・
と
を
つ
あ
ふ
み

2τ

な
を
3
一3
・
な
を
ぎ
り
2
す
・
引
な
を
す

1
T
（
異
な
り
6
語、

延
べ
口
語
）

川
町
・
同
に
お
い
て
も
表
記
上
の
ゆ
れ
は
な
い
。

以
上

ωか
ら
削
ま
で
の
「
お
」
ま
た
は
「
を
」
と
表
記
さ
れ
た
異

な
り
語
数
七
六
語
、
延
べ
語
数
二

O
一
語
の
表
記
を
み
る
と
、
「
む

す
び
を
く
」
と
「
む
す
び
お
く
」
の
表
記
以
外
に
は
、
表
記
上
の
ゆ

れ
は
な
く
、
表
記
上
の
統
一
を
み
る
ζ

と
が
で
き
た
。

と
ζ

ろ
で
唯
一
の
例
外
的
表
記
と
思
わ
れ
る
「
む
す
び
お
く
」
の

用
例
の
検
討
を
し
て
み
よ
う
。

。
道
陣
防
げ
川
は
子
を
は
く
く
め
後
の
世
を
と
へ
と
で
ふ
か
き
契

を
む
す
ひ
を
か
れ
し
ほ
そ
川
の
な
か
れ
も
（
二
オ
）

「
を
く
」
の
表
記
が
多
い
と
と
ろ
か
ら
、
右
の
表
記
が
通
例
の
表
記

と
思
わ
れ
る
。
で
は
例
外
的
表
記
の
他
の
一
例
は
、

O
廿
六
日
わ
ら
し
な
川
と
か
や
を
わ
た
り
て
お
き
つ
の
浜
に
打
い

つ
：
：
：
中
略
：
：
・

な
お
さ
り
の
み
る
め
は
か
り
を
か
り
ま
く
ら

む
す
ひ
お
き
っ
と
人
に
か
た
る
な
（
一
六
オ
〉

右
の
歌
は
興
津
の
浜
で
の
歌
で
あ
る
か
ら
「
む
す
び
お
き
つ
」
は

「
興
津
」
と
「
置
き
つ
」
の
掛
調
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
通
例
「
置
く
」

-56-



な
ら
「
を
く
」
と
表
記
す
る
筈
で
あ
る
が
、
と
の
場
合
は
地
名
「
随
時

津
」
（
「
お
き
つ
」
）
を
詠
み
ζ

む
た
め
、
「
む
す
び
お
き
つ
」
と

表
記
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
乙
の
例
は
「
お
」
「
を
」
の
表
記
を

混
同
し
た
、
い
わ
ゆ
る
表
記
の
ゆ
れ
で
は
な
い
と
考
え
ね
ば
な
ら
な

乙
う
み
て
く
る
と
底
本
に
は
仮
名
遣
い
に
統
一
が
あ
る
と
み
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

で
は
そ
の
仮
名
遣
い
は
ど
う
い
う
も
の
か
、
定
家
仮
名
遣
い
と
ど

れ
だ
け
一
致
す
る
か
。
そ
れ
は
定
家
仮
名
遣
い
の
よ
う
に
、
ア
ク
セ

ン
ト
に
よ
っ
て
書
き
分
け
て
い
る
の
か
。
そ
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
作

品
が
書
か
れ
た
頃
、
特
に
鎌
倉
時
代
の
そ
れ
で
あ
る
の
か
。
作
品
が

書
写
さ
れ
た
頃
、
す
な
わ
ち
室
町
末
期
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
っ
て
い

る
の
か
な
ど
考
察
す
べ
き
問
題
は
、
乙
れ
以
後
に
あ
る
の
で
あ
る

が
、
与
え
ら
れ
た
紙
数
は
、
残
り
す
く
な
く
、
と
れ
ら
す
べ
て
に
つ

い
て
論
じ
る
事
は
出
来
そ
う
に
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
仮
名
づ
か
い
の

問
題
は
別
に
稿
を
あ
ら
た
め
る
ζ

と
に
し
、
小
稿
で
は
永
青
文
庫
本

「
い
き
よ
ひ
の
日
記
」
の
表
記
を
、
漢
字
の
使
用
状
況
の
報
告
と
、

仮
名
づ
か
い
に
統
一
が
あ
る
と
い
う
結
論
を
、
問
題
の
端
緒
と
し
て

示
し
て
小
稿
を
と
じ
る
と
と
に
す
る
。

注
1

「
仮
名
遣
い
と
上
代
語
」
岩
波
書
店

付
記
永
青
文
庫
本
「
い
き
よ
ひ
の
日
記
」
は
左
の
本
に
影
印
本

文
が
あ
る
。
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